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研 究 内 容 　子宮内膜には種々の局所因子が発現している。胚の着床、妊娠の維持には白血球系の免疫担当細
胞が関与し、これらの遊走にはサイトカインやケモカインの産生が必要となる。このような物質を
促進的に産生調節するのがIL-1、EGFや血小板活性化因子であり、これらの受容体の下流に存在す
るのが細胞内情報伝達系である。我々は、子宮内膜間質細胞や脱落膜化した細胞における細胞内情
報伝達系について検討し、いくつかの経路の活性化で様々な生理活性物質の産生が調節されること
を明らかにした。また、培養した子宮内膜間質細胞からサイトカイン(Kawano et al., 2004)や、
プロスタグランディン(Kawano et al., 2001)が産生され一方で、これらの産生を抑制的に調節す
る機序についても検討し、AMPKの活性化が重要な役割を担うことも明らかにした(Kawano et al., 
2021)。これらのケモカイン・サイトカイン産生およびプロスタグランディン産生が胚の着床・妊
娠維持においてネットワークを形成し、生殖現象に関与していると考えられる。
　また、子宮内膜間質細胞は落膜化することで血管新生因子であるVEGFの産生が亢進することも
明らかにしてきた(Matsui, Kawano et al., 2004)。脱落膜化現象はプロテアーゼ活性化受容体や上
皮成長因子のmRNAおよび蛋白質の発現を増加させ、それらの受容体蛋白を介してIL-8やMMP-1の
mRNA発現をさらに増加させた。加えて、脱落膜化により受容体蛋白からの刺激を介して細胞走化
性が亢進することが確認でき、脱落膜化により発現が増加するこれらの受容体蛋白を介した細胞内
情報伝達系は、着床および妊娠維持に必須であることが確認できた(Goto, Kawano et al., 2018)。
さらには、体外受精・胚移植時に子宮内膜の受容能を確認する方法を見出し、着床に関わる遺伝子
発現を検討中である(Goto, Kawano et al., 2021)。
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